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は じめ に

　現代社会の 生活は、高度情報化社会の創 りだす新

しい 社会シ ス テ ム 、地球規模の 環境問題や国際社会

化に と もな う多様化 す る人 間生 態系全体との関係

抜きには語れな い 。生活情報も生活必需品や消費に

関する 情報 とい う こ れまで の カ テ ゴ リーの 範囲を

越えて 多様化して い る 。 そ こ で こ の 問題を受けとめ

るため 、 生活情報 に関する概念 を情報 の 基本的概念

か ら検 討 し、情報文化論の課 題 と し て提起した い 。

そ の ため に は、生活重視の 思想やそ の ため の社会経

済シ ス テ ム の 在 り方が問題 になる。こ の 小論 は以 上

の課題 に 関 す る 研 究 の 経 過 を 報告の た め に 書か れ

た もの で ある 。

1
、 シ ス テ ム の 中 で の 情報 の 概念

1 −2 、 情報の
一 般 的概念

　 情報 の 概念 を、構 造と時間の 概念 で 構成 されて い

る 自己組織 系 の シ ス テ ム論 的な 概念に照 らし合せ

て考 えてみよ う。こ の場 合 「系 の 安定化」 が シス テ

ムの基本運動の法則と して考えられる 。 するとその

概念 は 簡 単 に 以 下 の よ うに ま とめる こ とが で きる。

第一点 目は、情報は系が所有する すべ て の時間的、

空 間的、定性的、定量的な構造 の 在 り方や、それ ら

が構成する パ ターンや場合の 数と し て表現で きる 。

第 二 点 目は、情報 は加 工 （伝達 ・流通、変換 ・交

換、記憶
・蓄積 、制御 ・

抑制 、 フ ィ
ー

ドバ ッ ク、等 ）

され る。そ の 場 合、情報の 加 工 とは、系 の 持 つ 多様

性や 系を構成する要素間 の 関係が作 り出す 具体的

な様相 には関係 しな い。それ らは
一

般的な系 の 運動

形態として表現される 。 さ らに第三点 目は情報は、

秩序 ・無秩序の度合 を示す量、言 い替え る とエ ン ト

ロ ピー
の 概念と し て 量 的に 表現可能 で ある。

1 −3 、 シ ス テ ム の 動態 的 形態

　 シス テム の
一般的性質とし て の 、そ の 「系の 安定

化 」 、系 の エ ネルギー
を最小に し よ うとする傾向を

持 っ て い る 。 こ れを系の構造的合理化 とか、エ ネ ル

ギー的経済化 と呼ぶ こ ともできる。また、それ らの

系は、系独 自の ゆらぎを もっ て い るため に通時的 に

系の構造が変形 する 。 こ の 構造変化を系 の 時 間性 と

して 表現する こ ともで き る。さ らに は、系は それ を

取 り巻く外部環境との相互作用を持 つ ため、あ る特

殊な 空間性 ・地域性 を所有す る こ とになる 。 それ ら

は系の 内部 構造 に現わ れ る 運動の パ タ ーン や規 則

と して 表現する こ とが で きる。

1・4、 情報 シ ス テ ム と し て の 身体

　 情報の 概念は システ ムの概念 と切 り離す こ とは

出来な い。したが っ て生活の情報概念は、人間生活

をどの シ ス テ ム で 見 る か に よ っ て 色 々 な 位 相を 示

す。人間生態系の 機能 の 異なる レベ ル で 異な っ た情

報 シス テム概念が成立 し、そ こ で シ ス テ ム と し成 り

立 っ て い る 人間の 姿を表現する事が 出来る。例え は

身体と い う シス テ ム は 以下 に 示 すそ れ ぞれ 異な る

レ ベ ル の情報シス テ ム に よ っ て構成 されて い る e

a、種の維持 の ため に ある遺伝子情報 シス テム

b、個体保存 の ため の 免疫情報 シス テ ム

c 、化学 的、電気的情報 伝達 の 手段を 用 い 身体器 官

　　の有機的関連を作り だ して い る脳 ・神経生理 的
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　　情報 シス テ ム

d、本能 的行 動、論理 的行動など、個 体が環境 に 順

　　応するため に出来上が っ て い る動物行動の パ タ

　　ーン と して の 行動形態情報シス テム

1・5 、 情報シ ス テ ム と し て の 文化 ・観 念

　　　 形 態

　 文化 的環境は 言語的活動の よ うに構造化 され て

い る 。 例えば、それ らの環境は習慣、規則な どの 共

時的な観念形態 と流行や好みとよばれ る通時的観

念形態 の ゆ らぎ と に よ っ て 構成 さ れ て い る e 以 下 、

文化的情報形態 の 在 り方を簡単に 列記 して み る。

a 、身体 的表現形態 ：

　感情表現、精神病理 的症状 、原 始言語、叫び、し

ぐさ 、 表情、身振り、手振 り、音声言語、歌、踊 り

b、身体 の 外延化 された表現形態 ：

しる し、絵 　絵 画、

文字 　楽譜

楽器演奏、行動 パ タ
ー

ン、技、踊 り、 歌 、

習慣、風習、技術、技能、

機械言語

c、文化 ・観念形態 とい う文化 シス テ ム の情報

の 習得 を通 じて 自我 は非対 象的 世界か ら対象的世

界 へ 移る。そ れ は 言語 とい う文化的生産物 に自我が

構造化され る過程を意味する 。 ラカン の 言 う他者 と

して の 父 の 存在 とそれが象徴する社会 的規範が 内

在 化す る過 程が 言語の 習得 の過程で あ る 。 メ ラ イ

ン ・ク ライ ン が述 べ る前 エ ディ プス 期の超 自我の 形

成が こ の 時期 に なされ る。こ の 超 自我 の 形成以後、

対象的世界の形成過程が進行する 。 エ ディ プス コ ン

プレッ クス 期を通 じてタブー
が発生 し、そ の 抑制の

力を受 け て 、現 実法則 に基づ く自我が発達する 。 超

自我 の 形成とは社会的規範の 内在化を意味する。社

会的規範を受 け入れた 自我によ っ て 、 リビ ドー
は 自

己 の 理 想 の 形成に使わ れ る 。理 想 の 自我 の 形成 と し

て社会的な価値体系が内在化し、個人の 社会性の 土

台が形成され、コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の精神的構造が

確立する。

b、コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ンとい う リビ ドー
の過 剰

と抑制の 反復作用

形態 ：

　 規則、道具 、制度、

　 組織 、 役割 、

　 被服、デザイン、伝統的表現形式、集 団的表象、

　 流行、停滞、個人 的好み、

1 −6 、 情 報 シ ス テ ム と して の 自我 ・精 神

　　　 形 態

a、 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンの成 立過程、言語、規

則の 形成 と対象世界 の形成

　 フ ロ イ ト精神分析 における 経済理 論をもとに し

て 、コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の 確 立過 程を考え る 。

　ラカ ン の い う鏡像段階、すなわ ち第
一

ナル チシズ

ム の 段階 で は主体は対象と非分離状態にあ る。言語

　 現実自我や現実法則は、自己保存の た めの コ ミ ュ

ニ ケ
ー

シ ョ ンや言語の 習得を通 じて形成され、社会

的規範を自我の 精神形態 の 中 に 取 り 入れ、自我の モ

ラル の 基準 を作る 。 社会的な行動は、他者との 交換

可能な意識形態、言語体系、価値 体系 、美的世界観

の 確立 に よ っ て 形成される。こ の コ ミュ ニ ケーシ ョ

ン の 可 能な 自我の精神形態が所謂理性 的な 思惟 の

形成 を意味する 。

　 自我 は 現実法 則 に 即 して 自己保存 の ため の 他者

とコ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ンを取 っ て い る。自我を構成す

る リビ ドーは ナル チシ ズム的 自我の エ ネル ギー
で

あるため、現 実法則のみで は活動的な状態に 自我を

導 く こ とは困難で あ る。リビ ド
ー

の 過剰 こ そ が 自我

の エ ネル ギー
源 で ある。過剰 で あ る以上、自我 は、

現実的な コ ン トロ ール の 領域をはみ出 し、っ ね に幻

想的 に な り、その幻想に振 り回 される。それ を抑え

るため には、過剰な投資を抑制する しかな い。する

と、自我 は現実的に はな る が生 き生 きと し た活動の

力を失 う。欲望 し活動的 で ある 自我 と控えめ で 理性
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的であ る 自我はそ もそ も両立 で きる もの で は な い 。

c 、ナルチ シズ ム 的精神形態と共同主観的観念

形態の 相 互作用

　 個人 は、一方で文化という環境の 中で形成され、

他方 で 文化的環境を生産する。そ れ は 文化と言 う観

念形態を内化 し精神とい う観念形態を作 り出し、精

神とい う観念 形態を外化す る こ とによ っ て 文化 と

い う観念形態の 環 境を作 り出す こ とで あ る 。 こ こ に

は二 つ の シ ス テ ムの 相 互作 用や 相補 的な関 係が成

り立 っ て い る e しか し、それ らの 人 間的行為は共同

主観的 な観 念形態と個 人 の 精神構造の 相似関係を

再生産す る ト トロ ジ
ー的な運 動で はな い 。 文化的観

念形態 は コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンを通 じな が ら常に通

時的に変化して い る。また、精神的観念形態はその

内部の ナル チ シ ズム 的運動 に よ る 、固定観念化の 方

向へ 惰性的に運動 して い る e したが っ てそ こ には、

自発す る多様な 個性や 個人 的で 自由勝手な 世界 解

釈 と集団の 表象形態や 規則 との 対立が常に 存在 し

続ける。

1・7、情 報 シス テ ム と して の 社 会 ・経 済 ・

　　　 政治体制

a 、 社会機能や社会的規則の維持機能

　社会的規範を維持す る機能 として 軍隊、警察や裁

判所が ある。司法機関や警察 の 機能は国の 秩序で あ

る 憲法や法律を守 らせ 、国 の 治安を維持 し て い る 。

さ らに 軍隊は 国内、国外か ら国家体制を脅かす外敵

を武力で鎮圧 し、国家とい う社会体制を維持する。

b、社会経済活動の 再生機能

　 教育活動は 国民 の 労 働の 質 を向上 させる ため に

ある。また、家族 は 労働人 口 を 増や し社会が経済的

に持続する た め の 未来 の 働 き手を作るためにあ る。

共同体 は社会の 相互扶 助や緊急時の相互支援体制

を っ く りだすため にある 。 公共団体は市民の 生活の

環境作 り をお こな い 生活の条件を整え て い る。また、

その 他の 福祉団体は、再就職の ための研修教育やボ

ラ ン テ ィ ア などの 活動 を行 い、福 祉 活 動を こ ま め に

行 っ て い る 。 さ らに生産、流通 、交換の 活動な どの

経済活 動は人 々 の あ らゆ る 生活の 要求 を 充 たす た

め に ある。

c 、 社会身体の 自己認知機能

　 マ ス メ デ ィ ア 文化は言語 の 共同文化活動 で もあ

る。民族 とい う単位が成立する た め に は 、 教育、文

化活動、マ ス メ デ ィ ア 、言語 活動、出版 活動 を通 じ

て そ の 文化 の 普及や点 検 が なされな けれ ばな らな

い。社会身体と しての文化は、その共同体の言語を

日常的に 点検 し、そ れ を 維持 す る 機能が なけれ ばな

らな い。

2 、 生 活環境 の 変化 と生活情 報 の 変

　 化

2 −1 、 生活 経済の 変化 と生活ス タ イ ル の

　　　 変化

a、国民生活 の向上 と し て の 生活経済の 変化

　 近代 日本の 生 活水準の 向上 は 目覚 ま しい もの が

ある。伊藤セ ツ らの 研究がに示すよ うに、消費水準

で みる と実質個人消費支出は 1975 年 は 1885 年

の四倍にな っ て い る 。

　 江戸末期 の エ ン ゲル係数は 60 ％ か ら 70 ％ で 消

費水準はほぼ一定 して い る。20 世紀前半になる と

消費水準は 向上 し始め、エ ンゲル 係数は平均 し て

50 ％ を示すようになる 。 さ らに戦後の混乱か ら立 ち

直る 1955 年か ら高度成長 を終える 1975 年 に か

けて、生活水準は急激に向上 し始め る。

b、国民経済 の 向上 と消費生活の 質的変化

　戦後の 日本経済 の 急激な成長 に照 ら し合せて、家

庭経済の 状態の 変化を調 べ てみ る。1965 年では食

料へ の支出は 380／o、衣食住 へ の支出は 62
，
2e／o、交

通費や 通信費、教育、教養、娯楽費用な どへ の 支 出

は 14
，
50／o で ある 。 これに対 して、1987 年で は食
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料 へ の支 出は 24 ，4％ 、衣食住へ の 支出は 45 ，7010で

ある。約 30 年間 で 食料 費 は 16 ，5％ 減少 して い る 。

交通費や通信費、教育、教養、娯楽費用は 240／o で

9
，50／o も増加 している。

　 1980 年 か ら 1990 年まで の 勤労者世帯 の 家計

支出の 推移を見ると、消費支 出の 指数 は教育、教養

娯楽や交通 ・通信費用に 関する もの が食料や衣服、

家具な どの 衣食 住 に関 する もの に対 してはるか に

高くな っ て い る。こ れは 国民生活 の 向上 に よ っ て 消

費生活 の 在 り方が変化 して きた こ とを意味す る。エ

ンゲル係数の低下で見 られるよ うに、そ の変化は衣

食住 に 関す る 支 出が減 少 し、教 育、教 養娯 楽 や 交

通
・
通信費用な どの 支出が増加 して い る こ とである。

c、国民経済の 向上 と生活時間の 質的変化

　 生活行動は大き く三 つ に 分類する こ とが 出来る。

第一
は生命の 維持に直 接関 係す る活動 として睡 眠

や食事そ して生命活動 を維持する為の 身の 回 りの

用事つ ま り生理的な活動が挙げられる 。 第二 は生活

の 衣食住を維持す る 活動が挙げられ る 。 つ ま り，生

計を立てる活動や家事 、育児等が それ で ある。第 三

と して 余暇 を楽 しむ活動が挙げられ る 。 そ の 中に、

マ ス コ ミや社会．娯楽な どの 情報を取得する活動や

教 育、学習、コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン な どの 活動な ども

入る a

　 さて、こ う した大まかな分 類を前提に して 前節 で

述 べ た 生活経済の 条件 との 関係 で 再度検討 し て み

よ う。世界 の 国 々 の 経済状況を 国民
一

人 当た り の

GDP で大まか に五 つ の グル
ープに区分 してそれ ぞ

れの グル
ープに属する 国、そ の 国 の 家族世帯人数、

出産率、人 口増加率、国民 1000 人 当 りの車の 台数

やテ レビ台数 、衣食住以外 の 贅沢品 へ の消費生活 の

状 況 とエ ン ゲ ル 係数 を 比 較す る と、先進 国で は 当然

エ ンゲル 係数は低く 、 衣食住以外の 贅沢 品へ の支出

が 大き い e テ レ ビの 普及率が高い こ とや 自動車の 所

有率が高い の は、国民一人一人の 摂取する情報量と

移動 自由度 が高 い こ とや個人 的生活 自由度 が高い

こ とを意味する 。

　 それ は 言 い 換え る と、衣食住 を維持 する活動 に 対

す る 消費 の 割合 に 対 し て 、第 三 の 余 暇を楽 しむ活動

に対す る消費の割合が 増加 して い る こ とになる n こ

れ らの 結果から考えられる こ とは生活 経済の 向上

に よ っ て 生 活時 間が質 的 に 変化 して い ると言 う こ

と で あ る。

2−2 、 生 活 経済 の 向上 と余 暇 享 有能 力 の

　　　 発 生

a 、 必要労働時間の減 少と余暇時 間の増加

　 先進国での 1989 年度の年間労働時間と年間休

日日数を比較すると 、 日本は他の 先進 国に比 べ て 年

間総実労働 時間が 多く、また年間休 日日数が少な い。

先進国 で は 国民
一人当 りの 生産力が向 上 し て い る

ため、年々 労働時間の 短縮が行われ 国民
一

人 当 りの

労働時間が短 くな っ て い る。

　 NHK の 「国民生活時間調 査」 等を基に して 、伊

藤セッ らは 1975 年か ら 1980 年の生涯生活時間

の調査や分析を行 っ た 。 それに よ る と男子 に つ い て

は 1975 年か ら 1980 年に か けて 労働時間は 0．7

時間減少し た 。そ して 選択的自由時間が 7．6 時間、

自由時間が 4．3 時間増加 しこ とで ある。そ の ため余

暇時間 は 2．8 時間．情報接触時間 は 5．5 時間、生

涯学習時間は 6畤 間増加 した との こ とで あ る。女子

につ い て は 1975 年か ら 1980 年 にか けて労働 時

間 は 3．5 時間は減少 し、家事時間は逆に O．9 時間増

加 し、選択的 自由時間が 10．9 時 間 、自由時間 が 69

時 間増加 し、余 暇時間は 7 時 間、情報接触 時間 は

51 時 間、生涯学習時間が 2，3 時間増加 した。こ の

こ とか ら男 子よ りも女子 の ほうが選択 自由時閭 や

自由時 間が増 加 して い る こ とがわ かる。

　 以上 の資料 を基 に して 、さらに 2000 年か ら

202S 年にお ける男女の 年 間の 生涯 生活時 間を推定

試算 して い る。こ の推計か らす ると男子 に っ い て は

労働時 間は 12．7 時間減 少 し、選択 的 自由時 間が

245 時間、自由時 間が 12 時間増加 し、余暇時 間 は

15．3 時間、情報接触時間は 14 ．5 時間と生涯学習

時間が 6．8 時間増加すると予測 して い る 。 女子 に つ

8
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い ては労働時間は 5．3 時 間は減少 し、家事時 間 も

10，1時間減少し、選択的自由時間が 31．2 時間、自

由時間が 15 時間増加 し、余暇 時間は 23．3 時間、

情報接触時間は 11 時間と生涯学習時間が 12．2 時

間増加する だ ろうと予 測して い る 。

b 、 今後の 生活の課題 と して の 余暇時間の 過 ご

し方

　 未来の 生活で はますます必要労働時間は減少 し、

余暇時 間が増 え て い く こ と に なる。そ こ で 今後は増

加する 余暇 時間 をどの よ うに過 ごすか が生 活 の 課

題 にな ると考え られ る。現在の 余暇 時間の 過ご し 方

に関する調査によれば、夫婦 の
一

週 間の 生活総時間

は 168 時 間で 、 そ の 中で 夫の 必 要 労 働 時 間 は

56．01 時間で 、社会的 ・文化的生活時間は 33 ．14

時間であ る。そ の 内訳は、テ レ ビやラジオなどを見

た り聞 いた りす る時間が最 も多く、次は移動つ まり

旅行の時間、そ して新 聞雑誌 を見る時間の 順番に な

る。現在の 余暇 時間は こ の よ うな項 目で 消費さ れ て

いる。未来 は余暇時間が 益々 増加する傾向にあり、

その過 ご し 方 に色 々 な 問題 が生 じる こ とは確か で

あ る。

c、余暇充実の 為の 生活思想の 課題

　 余暇を労働の 従属物 と して 捉える考え方が ある 。

日本社会で は仕事を休むと同 じ職場で
一

緒 に 仕 事

をし て い る 人 々 に対 して後 ろめ た さを感 じる人 が

多い 。 ヨーロ ッ パ では、バ カ ンス を取 る こ とは寧ろ

良 い こ とで あると理解されて、働き詰め で疲れ果 て 、

仕事 の 能率 を落 とすよ りも休暇を取 っ て
一息入 れ

て 再 び働くほ うが能率的 で あると考 え られ て い る 。

二 ヶ 月 に
一

回 は 必ず休暇 が 取れ るよ うにな っ て い

る。日 本 で は個人主義の 文化が 希薄で あるため、こ

う した発 想は生まれな い。そ の 土壌を作 っ て い る社

会構造 的と し て ア ジア 的生産様式 の 特 徴が 挙げ ら

れ る。こ の社会 では集 団の利益が優先され、一人だ

け余暇 を楽 しむ こ とは悪とされて い る 。

9

2・3 、 生 活 経 済の 向上 と生 活情 報の 需 要

　　　 の 発生

a、 余暇充実の為の 生活情報量の必要性

　 余暇 に関する情報は不足 している。旅をする にも

何処 に 行 っ た ら楽 しい か、それ は どれ く らい の コ ス

トがかかるの か、そ こ は安全なの か、旅行ひ とつ を

決定する にも色々 な情報が 必要で ある 。 情報は無料

で あると考え られ て い る の で 、日本 で は情報 提供 は

他の労働に比 べ て価値が低 い と見な されて い る。し

か し情報は仕 事 の 効率 を高め る働きを して お り、付

加価値を生み 出して い る。例 えば、娯楽の情報がな

ければ余暇の 時間を十分に楽 しむこ とが 出来ない 。

そ の 情報を得 るため に さ らに 時間が必要 に な る。そ

の 意味でも情報は無料で はな い。余暇が生 じると余

暇時間の使 い方に つ い て の 情報が 必要とな る。しか

し、日本の現状では余暇 にっ い ての情報は不足 して

い る 。

b、余暇充実の 為の 生活情報の 多様性

　 生活情報は生活経済の 向上 にともな っ て 多量 化

し多様化する e 趣味や娯楽 の 情報、ス ポー
ツ の 情報

な ど余暇時間を過 ごすための 情報は多岐にわた る 。

また娯 楽以外 にも、生涯教育、文化活動、社会活動

やボ ラ ン テ ィ ア 活動の 情報 も近年増え て き つ つ あ

る 。 生活情報は生活ス タイルの選択に必要 とされ る

もの で あ る以上、 生活情報は年令、性別な どによ っ

て異なる。 人々 の生活が豊かになるための
一

つ の条

件 と し て 生活情報が豊富であ る こ とが 挙げられる。

3 、 生活 思 想か らみ た 生 活情報

3 −1、現 代社 会 に お ける 生 活 者 と は何 か

a 、 生産する人であ り消 費する人

　 アル ビン　 トフ ラ
ー
　（PlvinTcffler ）は 1980

年 に 出版 した 「第三 の波」 の中で 、プロ シ ュ
ー

マ
ー

（prosumer ）　
・「生産者＝消費者 」 と い う 新語 を作
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っ て、生活者 とは生産者（prQductor）で ある と同時

に消費者（consumer ）で ある とい う定義をし た 。
「プ

ロ シ ュ
ー

マ
ー

の社会」 は 「生活を楽 しむ」とい う考

え方が普通 にな っ て い る e 個 々 人 の 生活が多様化 し

豊 富な 商品 を生み 出す市民社会の 中 で は生 産者 は

即消費者 である。こ の 社会は 、敏速な生活情報伝達

の シス テ ム や多様な商品 を生産 する体 制が 前提 に

な る 。 そ
’
して 、消費者の 意見 が 商品 生 産 に 直接 反 映

される。

b、環境 に作られ るムで あ り環境を作るム

　 北太平洋の ハ ワ イ の ネ マ ウナ
・
ロ ア気象観測所 で

測定された大気中の炭酸ガ ス 濃度は 1958 年で は

315ppm （315 × 10 − 3m9 ）で あ っ たが 1985 年に

は 342 ．5ppm にな り、約 30 年間で 27ppm も増

加 して い る 。こ れ に伴 い 地球 の 温室効果 も懸念され

て い る 。 過去 1◎0 年間に地球 の 平均温度は約 0 ．8

度上昇 した こ とが報告されて い る 。 地球の平均温度

が上が れば極地の氷河が 溶ける ため海 面の水位 が

上昇する。こ こ 100 年間で海水面 は約 30cm 高 く

な っ た と報告され て い る。

　 こ の よ うに、環境 と人 間の活動 とは相互 に関係 し

あ っ て い る。入 は自分 の 環境を作 り、そ の 環境 に人

は縛られ る。こ の大気汚染とい う環境問題が問 い か

けて い るこ とは 、 人と生活環境の相互 の 関係に 関す

る 理 解で あ る。人間 の 活動 の 結果 として 、大気の 成

分が変化 し、気象的変動が生じ、生態系が変わる現

象が起 こ っ て い る。

一

　 高度情報化社会 が急激 に訪れよ うと して い る。現

在 2000 万人と言われて い る全世 界の インタ
ー

ネ

ッ トの 利用者 も 2000 年 に はそ の 十倍 に 増え る だ

ろ うと予測 されている。インタ
ーネ ッ トシ ョ ッ ピン

グ、電 子メ
ー

ルでの文通、電子 マ ネー、電子 口座、

等。生活が ますます情報化 されよ うと して い る。ラ

ジオ 、テ レ ビの普及に よ っ て 生活情報は 国や地 方の

中心 か ら豊 富 に発信され、国民の す べ てが平等 にそ

の 情報 を受け取れ る よ うに な
・
っ た 。 情報 を 人 々 が放

送局か ら一方的 に 受 け 取 る 時代で は情報の 独占が

問題 に なる。しか し、相互に情報を交換する時代 で

は 「情報を受け取る人か ら情報を発信する人 」 へ 意

識の転換が問題になるだろう。

d 、 自己を表現する人 で あ リ表現する 自己 に 責

任を持っ 人

　 国際化 社会は人 々 の 多様性を認め 合 う社会で あ

る。個人 の 自己表現が許されて い る場合に、多様性

を認め る こ とが可能にな る。色 々 な民族 の 共存する

社会で は狭義の 民族性 に こ だわ る こ と の な い 生 き

方が 問われる。とは言 え 、私達 は何 らか の 文化的環

境に支配さて い る 。 し たが っ て ，国際性 を身に付け

る こ とは民族性を排除する こ とではな い 。 む しろ そ

れ らを相互 に認めあ う こ とである 。 その意味で広義

の 民族性、つ まり、共存 の論理をも っ 民族性が問題

に な る 。こ れ らの 広義の 民族 性は民族間の国際的共

存の 契約思想 を持 っ て いる 。 共存の契約思想は個人

の人権を尊重する文化の中で成長する 。 こ の 社会が

求め る社会秩 序の 原則 の 中に、自己表現の 権利と同

時に表現され た 自己へ の 實任問題がある。

3 −2、 生 活 重視 の 思 想 と科 学 の 発達

a 、古典派経済学の 原則 とス ミス の 国冨論か ら

ジ ョ
ージス ク レーゲンの 環境経済学へ

　 近代社会の 成立の 思想 と して、古典派経済学 の思

想 を挙げる こ とが 出来 る。民族国家の確立が近代社

会の成立の ±台となる。民族国家 は民族 として の 自

覚 ・民族意識によ っ て成 り立 っ て い る。

　 近代国家の 社会思想の 根底 に も民族国家の イ デ

オ ロ ギ
ー

が ある。はそれを 土 台 に して い る 。 近代哲

学 もそ の 意 味 で 民族思想的傾 向を持 っ て い る。近代

英国で経験論が形成された 背景 に は英 国の 風 土 や

文化を土台す る民族的思想がある。フ ラ ンス の大陸

合 理主 義も フ ラ ンス の 風 土 や民 族性と 切り離 し て

は 考 えられな い。また、ドイ ッ 観念 論も同 じくそ の

風土や文化に根 ざした国民思想として解釈で きる 。

　 社会思想も同 様で 、例えばフ ラ ン ス の 経済学はケ
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ネーにみ られ る よ うに当時の フ ラン ス 社会の 重農

主義的傾向をもっ 。また、アダム ・ス ミス の 経済学

も当時の英国の重商主義を背景に している 。 れ らの

古典派 経済 学 と呼ばれ る経 済学の思想的な土台 に

近 代民族 国家 の 概念 が あ り、そ の 民族国家の 利益 や

繁栄が意図 され て い る e マ ル クス に しろ国家を中心

と した 繁栄の思 想か ら抜け 出す こ とは 出来 なか っ

た 。 また、近代経済学 を成立 させ た ケイ ン ズ も、国

家の 繁栄の ため の 経済学思想の 段階に留ま っ た一

人で あ ると言え る 。 古典派経済学が近代民族国家の

文化的土台 ・観念形態を背景 に成立 して い る こ とは、

そ れ ら の 社会科学 の 科 学性成立 に関 して個 々 の 必

然的な歴 史的背景 がある こ とを意味 して い る。

　 それ に対 して、ミク ロ経済学で ある計量経済学は 、

実証主義的な科学性に基づ い て、経済現象を解析す

る 経済学で あ る 。国家の 利 益やイデオ ロ ギー的要請

か ら距 離を置 い て 、積極的に脱理念主義の 立場を取

っ て い る。そ の 意味 で 計量経済学は近代国家の思想

的脅迫概念か ら解放されて い る。が 、それ は 同時に

脱民族国家化 して い る 資本主義の 社会 シス テ ムが

背景 にある。そ の 意味で 国際資本主義時代の理念を

も つ 経済学で あるとも言える。

　 今、環境問題を課題 にする経済学が求め られ て い

る 。 代表的な経済学者と して ジ ョ
ー

ジス ク レ
ー

ゲ ン

を挙げる こ とが 出来る 。 かれは経済学的 エ ン トロ ピ

ー
の 概念を 確立 し環境経済学の 理論の 基礎を創 っ

た。環境経済学は、メ ゾシス テム論を土台にし、地

球規模の 生態系 との共存や人類の 持続可能な社会

体制の確立をめざして い る 。 こ の環境経済学の科学

性の 根 底に は 高橋正 立が 指摘 し て い る よう に 生 活

の 思想が ある 。 環境経済学は生 活科学的な視角か ら

人 間生 態系 と環 境 生態 系 と の 問題 を扱 うも の と考

え られ る 。

b、国家 の ための社会 思想か ら生活者の ため の

民
一

人 々 の 生活 の 豊 か さ に 比例する とは 限らな い。

ア メ リカや ロ シアのよ うな大国の 国民所得 は北 欧

よ り高くない 。 また 、 平均寿命を比較する と、それ

らの大国は北欧 よ りも長 くはな い 。 国民所得や平均

寿命は生活者の 豊かさの 基準で あるか ら、それ らの

大国の 国民 が必ず しも小 国 の 国民 よ りも豊 かな 生

活を送 っ て い るとは言 い がた い。

　 そ こ で は 、生 活を課題 に する社会経済思想 や人 間

社会学が問われる 。 人権を擁護する社会、平和を追

及する社会、自然環境を守る社会、伝統文化を維持

し続けよ う とす る社会 は生 活者 を 中心 に し た社 会

思想から生み出され、それ に基 づく科学や技術 によ

っ て実践され て い く。

c 、生活の 思想 の発 展 と家政学 ・家庭経営学 ・

生活科 学 ・人間生態学の 成立

社会思想 へ

　今まで 、国民 総生産量が 国民経済を評価する 基準

に な っ て い た。しか し、国力 の 大 きさが必ず しも国

　生活科 学もしくは生 活学 と言 う こ とばが使われ

だ したのは非常に新 しい 。 こ の 生活学 の 前身で ある

家政学は英語で は Homeeconomicsと呼 ばれ る 。 直

訳する と家庭 経済 ・家庭経 営と言 うこ と で あ る 。

　 こ の概念 を理 解す るため に ア メ リカ の家政学の

体系に つ い て 学ぶ こ とが参考とな る 。 家政学は学際

的科学 と し て位置 づけ られ 、それ らは時代 と共に そ

の 学問的課題 が変化 し続けた。アメ リカの家政学会

の 1950 年代、1960 年代、1970 年代、1980

年代の それ ぞれ の家政学の 研究 と教育 に関す る 方

針や指針の 変遷 の 歴 史か ら言え る こ と は次の こ と

で ある。主婦 が女性の仕事の中心で あっ た時代の家

政学はそ の 学問の 対象が家庭生活 で あ っ た。女性が

社会で 働 きだす こ とによ っ て こ れ らの 学問 の 対 象

は家庭環境 の み で な く、職場を含め た広 い 意味で の

生 活環境を課題 にする こ とにな る 。 そ こ で家政学は

生活科学 と呼び直 される こ とで 、そ の 学問的対象 を

拡大 して い っ た。さらに近年の 環 境問題 か ら、生活

の場の 概念は家庭や職場か ら生 態環境 も含め た も

の へ と広が っ て い る 。 そ こ で 生活科 学 は さ ら に 人間

生態学と呼び直され、新たな生活の ス タ イル の 概念

が形成 され て きた。こ れは世界的な 傾向 で あ っ た。
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例えば、196Q 年か ら 1970 年に か けて ア メ リカ の

コ
ーネル 大学で は 家政学科 を人間生態学科 に改組

して い る。1970 年代に かけ て イギ リス の サ リ
ー

大

学 で は 家政学教育の 変 革が な さ れ、家政学 を 人 間生

活総合 科学 と して位 置 づけ る教 育のカ リキ ュ ラム

が実施 されて いる。

　 今ま で 、生活科学は人 間社会学の 中で は経済学や

社会学 の よ うな 中心的 学問 と し て は位 置 づ け られ

て い な か っ た。それは色 々 な学 問 の 寄せ集め と して

見 られ て きた。しか し、生活重視の 思想を前提 にす

る な らば、家政学、生活学、人 間生態学 が こ れか ら

の時代 に大 切な 学問 と して位置づ け られる に違 い

ない。
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